
●
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
　
市
の
ӡ
営
の
基
ຊ

的
な
経
費
を
計
্
す
る
会
計

●
ಛ
ผ
ձ
ܭ
　
特
ఆ
の
事
業
を
行

͏
場
合
に
、
Ұ
ൠ
会
計
と
区
別
し

て
経
理
す
る
会
計
で
、
市
に
は


ͭ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す

●
ࢢ
੫
　
市
民
税
や
ݻ
ఆ
資
産
税
、

ܰ
自
ಈ
ं
税
な
ど
市
に
納
め
ら
れ

た
税
金

●

ํ
ަ

੫
　
地
ํ
公
共
団
体

が

し
͘
行
政
α
ー
Ϗ
ε
を
ఏ
ڙ

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
͏
、
使
్

を
限
ఆ
ͤ
ͣ
に
、
ࠃ
が
徴
収
し
た

税
の
Ұ
෦
か
ら
Ұ
ఆ
の
基
४
に
よ

り


さ
れ
る
お
金

●
ࠃ
ݿ
ࢧ
出
金
　
市
が
࣮
ࢪ
す
る

特
ఆ
の
事
業
に
対
し
、
ࠃ
か
ら
ަ

付
さ
れ
た
お
金

●
ࢢ
債
　
市
が
行
͏
公
共
事
業
な

ど
の
財
ݯ
と
し
て
、
公
的
資
金
な

ど
か
ら
借
り
た
お
金

　
Ұ
ൠ
会
計
は
、
歳
入
が
２
̌
５

億
１
９
４
４
万
１
千
円
、
歳
出
が

１
９
９
億
２
８
１
８
万
３
千
円
で

し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
ࠩ
し
Ҿ

い
た
ܗ
ࣜ
収
支
は
５
億
９
１
２
５

万
８
千
円
の
ࠇ
ࣈ
、
さ
ら
に
こ
の

ֹ
か
ら
ཌ
年
度
に
繰
り
ӽ
す
事
業

の
費
用
４
１
８
̌
万
４
千
円
を
ࠩ

し
Ҿ
い
た
࣮
質
収
支
は
５
億
４
９

４
５
万
４
千
円
の
ࠇ
ࣈ
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
は
前
年
度
に
比
べ
̌
・

５
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要

因
と
し
て
、
市
税
が
２
・
１
％
、

ݝ
支
出
金
が
1�
・
５
％
、
繰
入
金

が
�
�
�
・
４
％
の
増
と
な
っ
た

こ
と
が
ڍ
͛
ら
れ
ま
す
。

　
市
の
収
入
で
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
る
の
が
市
税
で
す
。
5�
億

３
４
６
９
万
６
千
円
と
収
入
の

2�
・
４
％
を
占
め
、
前
年
度
に
比

べ
２
・
１
％
増
と
な
り
ま
す
。
次

に
割
合
が
大
き
の
が
、
地
ํ
ަ
付

税
で
す
。
53
億
８
８
８
万
８
千
円

で
、
25
・
９
％
を
占
め
ま
す
。

2��ԯ
����ສ�ઍԁ

���ԯ
2���ສ�ઍԁ

���ԯ
2���ສ�ઍԁ

市税
58億3469万6千円
28.4%

扶助費
43億654万6千円
21.6%

普通建設事業費
27億422万4千円
13.6%

人件費
27億2941万3千円
13.7%

物件費
26億7637万6千円
13.4%

繰出金
25億5234万6千円

12.8%

民生費
73億5777万2千円
36.9%

土木費
28億7977万1千円
14.5%

総務費
20億5293万9千円

10.3%

衛生費
23億7241万3千円

11.9%

公債費
19億713万円

9.6%

教育費
18億9255万6千円

9.5%
補助費等

24億2456万3千円
12.2%

公債費
19億713万円

9.6%

地方交付税
53億888万8千円
25.9%

国庫支出金
29億60万1千円

14.1%

県支出金
13億9584万8千円

6.8%
市債

15億6232万2千円
7.6%

繰入金 8億2441万6千円 4.0％
分担金及び負担金
2億7484万9千円 1.3％
地方譲与税 1億8371万6千円 0.9％
その他 3億7903万1千円 1.9％

諸収入 2億1088万1千円 1.0％
地方消費税交付金
5億3292万4千円 2.6％
使用料及び手数料
3億3751万9千円 1.7％
繰越金 7億7375万円 3.8％

積立金 1億8558万7千円 0.9％
投資及び出資金
2億4090万1千円 1.2％
維持補修費 1億6543万6千円 0.8％
貸付金 3500万円 0.2％
災害復旧費 66万1千円 0.0％

消防費 6億8102万3千円 3.4％
農林水産業費
3億4957万5千円 1.8％
その他
4億3500万4千円 2.1％

Ұ ൠ ձ ܭ ࡀ ೖಛ ผ ձ ܭ

తผੑ࣭ผ

۠ɹ
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引

国民健康
保険事業

後期高齢者
医療事業

介護保険
事業

公共下水道
事業

地域し尿処理
施設事業

住宅新築資金等
貸付事業

69億8061万8千円
68億8525万8千円

9536万円
8億7831万5千円
8億7385万3千円

446万2千円
41億1338万1千円

41億783万2千円
554万9千円

32億1186万8千円
30億6497万3千円

1億4689万5千円
2523万6千円
2523万6千円

0円
1159万2千円

554万7千円
604万5千円

ֹࢉܾ

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
六
つ
の
特
別
会
計
決
算
が
、

９
月
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
と
は
、
年
度
の
始

ま
り
の
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
に
、
市
の
収
入
が
ど

れ
く
ら
い
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を

数
字
で
表
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で
言
え
ば
、
家
計
簿

を
１
年
間
つ
け
た
結
果
に
相
当
し
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
皆
さ

ん
が
納
め
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〜
平
成
26
年
度
決
算
を

　
　
　
　
　
　報
告
し
ま
す
〜

Ұൠ
ձ
ܭ
ऩ
ࢧ
は

歳
入
ỏ歳
出
ͱ

増
加

人
ޱ
ٴ
ͼ
Ո

の

増
加
Ͱ
ࢢ
੫
が
増
加

数
字
で
見
る

平
成
26
年
度
の

ま
ち
づ
く
り
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平成26年度に行った主な事業平成26年度に行った主な事業

　津屋崎庁舎と福間庁舎の庁舎統合を実施するため、昨
年度実施した基本設計を基に、具体的設計を行いました。

庁舎統合整備事業 1368万4千円

　大和保育所の乳児室への渡り廊下の整備や、日蒔野地
区に平成27年度に開所する私立保育所の整備に対し、補
助を実施しました。また、平成27年度からの新制度に対応
するため、子ども・子育て支援事業計画を策定しました。

認可保育所定数確保事業 2億5207万円
　ＪＲ福間駅さいごう口側に、公共交通機関の利用が円滑
にでき、利用者が安心して預けられるよう、収容台数651
台の駐輪場を整備するため、用地購入を行いました。

ＪＲ福間駅駐輪場整備事業 1億9370万5千円

　今年１月に市制施行10周年を迎え、平成26年春から市
制施行記念事業を実施しました。平成27年７月までの一年
以上に及ぶ事業で、メイン事業である記念式典を１月に、メ
インイベントの灯明まつりを３月に開催しました。

市制10周年記念事業 910万6千円

　老朽化が著しい光陽台跨線橋及び若木跨道橋の橋面
補修工事を行いました。また、橋梁長寿命化修繕計画に基
づき、緊急度に応じて、八つの橋の詳細調査、補修設計を
実施しました。

橋梁長寿命化修繕事業 4406万円

　洪水や土砂災害時などの避難
所の収容能力などを調査し、地域ご
との緊急避難場所の選定を行いま
した。地区、家庭ごとの避難経路の
策定などに活用してもらい、市民の
「自助」「共助」の地域防災力の向
上に役立てていきます。

防災事業 1373万9千円

　庁舎統合後の津屋崎庁舎の再
生整備に向け、昨年度策定した再
生整備計画に基づき、平成27年10
月まで基本設計を実施しています。

津屋崎庁舎再生整備事業 472万3千円

　「『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連
遺産群」の世界遺産登録を目指し、
県、宗像市と共同した推進会議の
事業を実施しました。国内推薦獲得
に向け、課題の精査や景観保全に
向けた景観基本構想、景観ガイドラ

インの策定を行いました。また、交流会や九州国立博物館
でのシンポジウムを開催し、ＰＲ活動を行いました。

世界遺産登録活動事業 1625万5千円

　津屋崎祗園山笠が櫛田神社から勧請されて300年、復
活して40年という節目の昨年度は、津屋崎山笠保存会を
中心に、イオンモール福津で伝統文化記念事業を行いまし
た。また、ＪＲ博多シティの中核テナントの博多阪急やつやざ
き観光馬車付設の広告掲示板でも観光情報を発信し、福
津市の認知度向上に努めました。

観光ＰＲ事業 279万4千円

指標から見る
財 政 状 況

①財政力指数
　財政が豊かであるかどうかを見る指標です。市税
などの標準的な収入で、合理的に行政を行った場合
にかかる費用をどれだけまかなえるかを表し、過去３
年間の平均数値を使います。この数字が「１」に近い
ほど財政力が強いとされます。
②経常収支比率
　どれだけ自由に使えるお金があるかを見る指標で
す。毎年決まって入ってくるお金（経常的収入）が、給
与や市債の返済などの毎年決まって支払うお金（経
常的支出）にどれだけ使われているかの割合を示し
ます。
③実質赤字比率
　普通会計の赤字額から財政運営の深刻度を見る
比率です。
④連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字額から財政運営の深刻度を
見る比率です。
⑤実質公債費比率
　借金の返済額などの大きさから資金繰りの危険度
を見る比率です。18％以上で地方債の発行について
国または県の許可が必要となり、25％以上で一部の
地方債の発行が制限されます。
⑥将来負担比率
　負債の残高から、将来財政への圧迫度を見る比率
です。350％を超えると健全化計画の策定を行い、財
政の健全化を図らなければなりません。
⑦資金不足比率
　企業会計の資金不足割合から経営状況の深刻度
を見る比率です。

※健全化判断比率、資金不足比率を財政健全化に関する法律の
規定で公表します。実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不
足比率については、赤字または不足は生じていないため、「－」と
表示しています。

各種指標 平成26年度 平成25年度
財政力指数
経常収支比率

資金不足比率

0.533
92.4

－

－

実質赤字
比率

健
全
化
判
断
比
率

連結実質
赤字比率
実質公債
費比率
将来負担
比率

－

－

－ －

0.524
88.4

5.7

16.7

6.2

23.4

　
歳
出
は
前
年
度
に
比
べ
１
・

５
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
目
的
別

で
の
主
な
要
因
と
し
て
、
土
木
費

が
駅
東
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事

業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
建
設

事
業
費
の
減
な
ど
に
伴
い
４
・

３
％
の
減
少
、
総
務
費
が
基
金
へ

の
積
立
金
の
減
少
に
伴
い
19
・

４
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
教
育
費
に
お
い
て
、
福
間
南

小
学
校
の
給
食
室
の
整
備
や
、
津

屋
崎
武
道
場
の
建
替
に
伴
い
21
・

６
％
の
増
、
民
生
費
が
臨
時
福
祉

給
付
金
の
給
付
や
認
可
保
育
所
整

備
な
ど
に
伴
い
６
・
８
％
の
増
と

な
り
全
体
で
増
加
し
ま
し
た
。

　
性
質
別
で
見
る
と
、
最
も
大
き

な
割
合
を
占
め
る
の
が
扶
助
費
で
、

乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費
や
障
害

者
自
立
支
援
給
付
費
な
ど
の
増
加

に
伴
い
３
億
６
９
８
６
万
４
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
次
に
大
き

な
割
合
を
占
め
る
の
が
普
通
建
設

事
業
費
で
、
前
述
の
建
設
事
業
費

の
減
少
に
伴
い
、
２
億
４
２
３
２

万
９
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　　
今
後
、
人
口
増
加
に
伴
い
、
児

童
対
策
や
高
齢
化
対
策
な
ど
さ
ま

　ざ
ま
な
行
政
需
要
の
増
大
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
財
務
体
質

を
強
化
し
、
増
大
傾
向
に
あ
る
扶

助
費
な
ど
の
経
常
経
費
を
可
能
な

限
り
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
歳
入
面
で
は
、
市
税
の
滞
納

対
策
、
遊
休
資
産
の
売
却
な
ど
の

有
効
活
用
、
広
告
事
業
の
拡
充
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
積
極
的
Ｐ
Ｒ
な

ど
の
増
収
策
を
講
じ
て
い
き
ま

す
。
歳
出
面
で
は
、
福
津
市
第
２

次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
効
率
的

な
行
政
経
営
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

●
繰
入
金
　
基
金
（
市
の
貯
金
）

や
特
別
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

●
民
生
費
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

児
童
の
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
た
お
金

●
土
木
費
　
道
路
や
公
園
な
ど
の

維
持
、
整
備
に
使
わ
れ
た
お
金

●
総
務
費
　
総
務
管
理
、
財
産
管

理
、
企
画
、
税
の
賦
課
徴
収
な
ど

に
使
わ
れ
た
お
金

●
衛
生
費
　
ご
み
・
し
尿
処
理
、

健
康
増
進
な
ど
に
使
わ
れ
た
お
金

●
公
債
費
　
こ
れ
ま
で
の
公
共
事

業
な
ど
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
お

金
の
返
済
に
使
わ
れ
た
お
金

●
教
育
費
　
公
立
学
校
や
幼
稚
園
、

図
書
館
な
ど
の
維
持
、
整
備
や
社

会
教
育
に
使
わ
れ
た
お
金

●
扶
助
費
　
生
活
保
護
費
や
児
童

手
当
、
障
が
い
者
支
援
費
な
ど
に

使
わ
れ
た
お
金

●
普
通
建
設
事
業
費
　
道
路
や
公

園
、
学
校
な
ど
の
建
設
事
業
に
使

わ
れ
た
お
金

●
人
件
費
　
職
員
の
給
与
や
手
当
、

議
員
や
各
種
委
員
の
報
酬
な
ど
に

使
わ
れ
た
お
金

●
物
件
費
　
備
品
購
入
や
消
耗
品

費
、
業
務
の
委
託
な
ど
に
使
わ
れ

た
お
金

●
繰
出
金
　
特
別
会
計
へ
繰
り
出

だ
さ
れ
た
お
金

●
補
助
費
等
　
各
種
団
体
へ
の
補

助
金
や
各
種
団
体
へ
の
負
担
金
に

使
わ
れ
た
お
金

歳
出
は

教
育
費
が
増
加

住
み
よ
い
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
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